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港区で発祥した物や事柄をご紹介する「はじめて物語」。今回は「芝公園」のエピソードです。芝公園は今から約130年前

に生まれた日本で最も古い公園の一つです。緑豊かな芝公園の、昔と今を見ていきましょう。

 



明治明治明治明治にににに生生生生まれたまれたまれたまれた芝公園芝公園芝公園芝公園

日本では、江戸時代から神社やお寺の境内が、祭りなどの会場として庶民に開放され

てきました。将軍や藩主による園地も各地につくられていて、これらが公園のような役

割を果たしていました。また、幕末から明治初頭にかけて横浜や神戸の外国人居留地

で、欧米式の公園がつくられるようになります。

本格的に都市公園がつくられたのは明治6年のこと。明治政府の「太政官布達」という

政令により、芝、上野、浅草、深川、飛鳥山の5つの公園が制定されたことからはじまり

ます。

このとき公園として指定された場所はいずれも社寺の境内で、芝公園になった場所

は、徳川将軍家の菩提寺である増上寺の境内でした。芝公園がつくられた当時は増上

寺も芝公園の敷地に含まれていたため、公園の総面積は現在の3倍以上だったそうで

す。その後、昭和に入ると戦後の政教分離政策によって増上寺と芝公園の敷地は分け

られ、芝公園が増上寺の周りをリング状に囲む、現在のような形ができあがりました。

 
▲「芝公園」 明治末年／港区郷土

資料館所蔵

園園園園内内内内のののの歴歴歴歴史史史史スポットスポットスポットスポット

芝公園には、数多くの名所や史跡があります。その代表的なものをご紹介しましょう。

まずは芝公園に囲まれた「増上寺（（（（地地地地図図図図1））））」。正式名称は「三縁山 広度院 増上寺」で浄土宗の大本山です。明徳4年

（1393年）に江戸貝塚（現在の千代田区紀尾井町）に創建され、慶長3年（1598年）に港区芝に移転しました。江戸時代は

徳川将軍家の菩提寺として、また浄土宗の学制の総録所として栄え、かつてこの場所で常時3千人以上の僧侶が修学に

励んでいました。

 
▲増上寺大殿

 
▲徳川将軍15代のうち6人がまつられ

る徳川家霊廟

 
▲「芝山内増上寺」明治40年（東京写真帖）／

港区郷土資料館蔵 増上寺のシンボル、三門

がそびえています。

次は芝公園駅そばにある、緑深い丘「丸山」。ここに5世紀頃のものと推定される前方後円墳「芝丸山古墳（（（（地地地地図図図図2））））」があり

ます。全長は約106メートルで都内でも最大級。また、この辺りでは貝塚も発見されています。

芝丸山古墳の上には、江戸時代に徒歩で日本地図をつくった測量の先駆者、伊能忠敬を称える「伊能忠敬測地遺功表

（（（（地地地地図図図図3））））」があります。伊能氏の測量の起点がこの近くの高輪大木戸であったことに由来し、明治22年に建設されました

（昭和40年再建）。

 
▲日本地図が描かれた「伊能忠敬測地遺功

表」。

 
▲「芝丸山古墳」昭和29年／港区郷土資料館

所蔵

 



▲「芝山内増上寺」明治40年（東京写真

帖）／港区郷土資料館蔵 増上寺のシン

ボル、三門がそびえています。

緑緑緑緑あふれるあふれるあふれるあふれる憩憩憩憩いのいのいのいの空間空間空間空間

芝公園の新しい顔として、昭和33年に東京タワーが誕生しました。歴史あるものと新しいものが融合した味わい深い景観

は、芝公園の魅力になっています。

そしてもう一つの魅力が、都会の真ん中で緑を感じられること。お花見シーズンの桜や梅はもちろんのこと、クスノキやエ

ノキ、シイノキなど、歴史ある公園ならではの大きな樹木が訪れる人々を迎えてくれます。だんだん暑くなるこれからの季

節は、東京タワーそばの人工渓谷「もみじ谷（（（（地地地地図図図図4））））」で、青いもみじの葉を眺めながら、せせらぎの音に耳を傾けつつ涼

むのもおすすめです。また、そのすぐそばの交番裏にあるメタセコイア（（（（地地地地図図図図5））））の巨木の木陰で、ちょっとした森林浴を楽

しむのもよいかもしれません。

天気の良い日は史跡と緑を味わいながら、芝公園をゆっくりと散策してみませんか。

▲滝とせせらぎの音が涼やかな「もみじ谷」。

◆都内の公園では珍しい、メタセコイア（「生

きた化石」とよばれるスギ科の植物）が群生

する場所。

 

◆芝公園内にある二つの発祥の地。左は「近代初等教育発祥の地（（（（地地地地図図図図6））））」。明治3年、日

本で最初の小学校の一つ、鞆絵小学校（現御成門小学校に統廃合）が増上寺の境内にあ

りました。右は「開拓使仮学校跡（（（（地地地地図図図図7））））」。北海道大学の前身も明治5年、増上寺内に仮

校舎を置いていました。

 

協力：芝公園サービスセンター、増上寺、博文館新社、港区郷土資料館 

参考文献：「写された港区一 芝地区編」（港区教育委員会） 「東京の公園通誌」（末松四郎著/東京公園文庫） 「都市と緑地 新しい都市環境の

創造に向けて」（石川幹子著/ 岩波書店） 「港区史」（港区）

 
 

住所

港区芝公園1～4丁目

TEL

03-3431-4359（芝公園サービスセンター）

最寄り駅

ＪR浜松町駅、都営三田線芝公園駅・御成門駅、 

都営大江戸線・浅草線大門駅、都営大江戸線赤羽橋駅

詳しくは http://www.tokyo-park.or.jp/
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｜個人情報保護について [PDF]｜

 
(公益財団法人 港区スポーツふれあい文化健康財団) 

港区赤坂4-18-13赤坂コミュニティーぷらざ 

電話：03-5770-6837/Fax：03-5770-6884 

お問い合わせ：fureai-info@kissport.or.jp

このホームページはKissポート財団の公式ホームページです。このホームページのすべての権利は当財団に帰属します。 

当財団の許可なく複製、転載は出来ません。


